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はじめに 

 

本研究は中期特定研究「特別支援教育における ICT の活用」のスタートアップの

研究として位置づけられたものである。 

障害のある子どもが教育にアクセスするための重要なツールとしての ICT の活用

に向け，その中核となるデジタル教科書のガイドライン（試案）を作成し，併せて，

ICT を活用した教育の改善について必要な基礎的情報の収集を行い，今後５年間の

研究の課題を明らかにするための研究を行った。 

デジタル教科書のガイドラインの作成にかかる研究においては，国で示されてい

る指導者用デジタル教科書及び学習者用デジタル教科書とともに，障害のある子ど

も一人一人の教育的ニーズに対応するために，不可欠であると予想される教科書の

デジタルデータを併せた３つのデジタル教科書の形態を定義するとともに，海外の

デジタル教科書の作成動向を検討した。また，我が国では，デジタル教科書の作成

にあたって，著作権及び教科書デジタルデータの活用が課題であることも示唆され

た。 

さらに，特別支援教育における ICT 活用の課題についての研究では，各障害種で

の検討すべき研究課題を提示することができた。 

文部科学省による教育の情報化ビジョンでは「国において特別支援教育における

情報通信技術の活用を検討するに当たっては，独立行政法人国立特別支援教育総合

研究所と密接に連携し，その研究成果を生かすことが重要である。」と本研究所の

ICT 研究の役割が明記されている。国が進めようとする教育の情報化に，本研究成果

による特別支援教育の視点が取り入れられることで，その効果がよりいっそう高まる

ことを期待するものである。 

（本研究においては，デジタル教科書に「教材」の内容も含まれていることから「デ

ジタル教科書」と表現している。） 
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